
歳 入

歳 出

市 税
137億6,670万円
48.6%

繰越金
9億2,148万円
3.2%

使用料・手数料
7億5,638万円
2.7%

財産収入・寄附金等
5億3,269万円
1.9%

分担金・負担金
3億2,647万円
1.1%

繰入金
1億6,330万円
0.6%

国・県支出金
70億7,988万円
25.0%

地方譲与税など
23億8,768万円
8.4%

市債
14億7,759万円
5.2%

地方交付税
7億4,779万円
2.7%

諸収入
1億6,178万円
0.6%

58.1%41.9%

自
主
財
源

依
存
財
源

民生費
105億8,084万円
38.5%

扶助費
68億648万円
24.7%

公債費
34億3,807万円
12.5%

教育費
33億5,441万円
12.2%

衛生費
29億4,847万円
10.7%

総務費
28億3,949万円
10.3%

土木費
23億7,253万円
8.6%

消防費
8億990万円
3.0%

商工費
5億6,980万円
2.1%

農林水産業費
3億6,598万円
1.3%

議会費
1億7,532万円
0.6%

労働費
4,872万円
0.2%

人件費
47億3,824万円
17.2%

公債費
33億1,493万円
12.1%

普通建設事業費
25億438万円
9.1%

物件費
48億4,575万円
17.7%

補助費
26億8,012万円
9.7%

積立金
5億7,285万円
2.1%

維持補修費 
1億4,941万円
0.5%

その他
18億9,137万円
6.9%

その他の経費
101億3,950万円
36.9%

投資的経費 
25億438万円
9.1%

義務的経費 
148億5,965万円
54.0%
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一般会計
　令和4年度の一般会計決算額は、歳入総額
283億2,174万円、歳出総額275億353万円と
なり、歳入歳出の差し引き額から令和5年度へ
繰り越した事業の財源7,829万円を除いた実質
収支額は、7億3,992万円となりました。

歳　入
  歳入は、前年度に対して13億3,948万円、
4.5%の減。市税や使用料、手数料などの自主
財源と国・県の補助金や市債などの依存財源に
分けられます。
　内訳は、自主財源が164億6,702万円で構成
比58.1%、主に市税や繰越金の増により、前年
度比7億8,307万円、5.0%の増となりました。
　依存財源は118億5,472万円で構成比41.9%、
主に国庫支出金の減により、前年度比21億
2,255万円、15.2%の減となりました。

歳　出
　歳出は、前年度に対して12億3,621万円、4.3%の
減。経費の内訳を目的別に見ると、構成比は、民生費
(38.5%)、公債費(12.5%)、教育費(12.2%)、衛生費
(10.7%)などとなっています。
　性質別に見ると、扶助費、人件費、公債費の義務的
経費が148億5,965万円で構成比54.0%となってい
ます。国財源による扶助費や公債費の減などにより
全体では8億8,544万円の減となりました。

　投資的経費は25億438万円で構成比9.1%、前年
度比4億6,327万円、15.6%の減です。投資的経費と
は、主に公共施設を整備するための費用ですが、令和
4年度は、栗東中学校グラウンド改修事業やデジタル
防災行政無線設備更新事業などを実施しました。
　その他の経費は101億3,950万円で構成比36.9%、
物件費の増などにより、前年度比1億1,250万円、1.1%
の増となりました。

令和4年度決算報告

283億2,174万円

275億353万円

※�民生費には、引き
上げ分の地方消費
税交付金（社会保
障財源化分）が充
当されています 

問財政課 財政係　TEL５５1-0100 ＦＡＸ５５4-1123

性質別歳出
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　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場合、国や金融機
関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施設を利用していく
「将来の市民の皆さん」にも費用を
負担していただくという世代間の公
平性を図るという機能があります。
　令和4年度末の市債の現在高は、
合計で546億9,046万円となり、令
和3年度末と比べて、22億3,044万
円の減少となりました。

会　計　名 収 入 済 額 支 出 済 額
土地取得 1億2,597万円 1億2,290万円
国民健康保険 58億4,435万円 52億6,691万円
後期高齢者医療 7億4,540万円 7億2,403万円
介護保険 40億6,143万円 39億1,876万円
墓地公園 1,173万円 637万円
大津湖南都市計画事業 
栗東新都心土地区画整理事業 6,523万円 6,325万円

農業集落排水事業 3,894万円 3,602万円
計 108億9,305万円 101億3,824万円

収　益　的 資　本　的
収　入 13億5,913万円 4億5,421万円
支　出 13億  335万円 10億2,125万円
差　引 5,578万円 △5億6,704万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額 5億6,704万
円は、損益勘定留保資金などで補てん

収　益　的 資　本　的
収　入 17億4,334万円 7億9,502万円
支　出 15億8,876万円 15億5,057万円
差　引 1億5,458万円 △7億5,555万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7億6,425
万円（資本的収支の差引額 7億5,555万円と資本的収入
のうち、翌年度繰越額に係る財源充当額 870万円）は、
損益勘定留保資金などで補てん

基　金 74億4,276万円
土　地 3,340,140㎡
建　物 227,368㎡

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するための基金や施
設の建設など特定の目的のため資金を積み立てる基金などがあ
ります。
　本市では、墓地公園の整備などの
資金に充てるための基金を設置して
います。
　令和4年度末の基金の現在高は、
合計で74億4,276万円となり、令和
3年度末と比べて4億3,090万円の
増加となりました。

市債の現在高

基金の現在高

将来負担比率

水道事業会計 公共下水道事業会計

市の財産

特別会計
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　詳細な情報については、
市ホームページ
をご覧ください
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　本市の将来負担比率は令和4年
度決算で86.4%となりました。地方
債現在高の減少などにより前年度か
ら5.0ポイント低下し、一定の改善は
見られるものの、依然として高い水
準です。このことから、今後も、中長
期的な財政見通しをもって早期の財
政健全化に向けた取り組みを進め、
引き続き比率の低減に努めます。
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歳　入 予　算　額 収  入  済  額 収入率 主　な　内　容
市 税 136億9,210万円 88億   824万円 64.3% 市民税、固定資産税、市たばこ税
地方譲与税など 26億1,007万円 13億9,480万円 53.4% 地方譲与税、地方消費税交付金、地方特例交付

金、地方交付税
分担金・負担金 3億3,186万円 1億1,344万円 34.2% 検診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料 7億8,694万円 2億8,990万円 36.8% 保育料、市営住宅使用料
国 庫 支 出 金 46億2,935万円 14億8,932万円 32.2% 児童手当・特例給付負担金、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金
県 支 出 金 20億8,706万円 2億4,107万円 11.6% 福祉医療費補助金、県税徴収委託金、児童手当・特

例給付負担金
財 産 収 入 な ど 11億2,132万円 8,040万円 7.2% 土地売払収入、ふるさとりっとう応援寄附金
繰 越 金 1億5,443万円 7億3,992万円 479.1% 前年度繰越金
諸 収 入 3億5,534万円 7,997万円 22.5% 福祉医療高額療養費、駐車場使用料
市 債 14億7,956万円 0万円 0.0% 道路整備事業債、社会体育施設整備事業債

計 272億4,803万円 132億3,706万円 48.6%

歳　出 予　算　額 執  行  済  額 執行率 主　な　内　容
議 会 費 1億8,213万円 8,350万円 45.8% 議員報酬、議会運営費
総 務 費 25億1,154万円 10億9,390万円 43.6% 庁舎維持管理費、地域振興事業費、選挙費
民 生 費 107億4,071万円 44億5,893万円 41.5% 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、保育所運営費
衛 生 費 26億8,009万円 8億6,464万円 32.3% ごみ収集・処理経費、各種健診事業費、新型コロナウ

イルスワクチン接種推進事業費
労 働 費 5,012万円 3,216万円 64.2% シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 3億9,909万円 9,960万円 25.0% こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 3億3,649万円 6,930万円 20.6% 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 27億9,971万円 5億2,207万円 18.6% 道路整備事業費、市営住宅管理経費
消 防 費 8億   299万円 5億    616万円 63.0% 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事業費
教 育 費 33億8,183万円 12億3,842万円 36.6% 幼稚園運営費、小・中学校運営費、学校給食施設管

理運営費
公 債 費 33億5,333万円 9億4,084万円 28.1% 市債償還金
予 備 費 1,000万円 0万円 0.0%

計 272億4,803万円 99億   952万円 36.4%

水 道 事 業
会 計 予　算　額 収入・執行済額 収入・

執行率
収益的 収入 13億1,215万円 6億4,555万円 49.2%

支出 13億7,296万円 5億3,420万円 38.9%
資本的 収入 4億4,087万円 2,496万円 5.7%

支出 9億9,373万円 9,034万円 9.1%

会　計　名 予　算　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率
土 地 取 得 1億2,426万円 307万円 2.5% 6,107万円 49.1%
国 民 健 康 保 険 55億3,752万円 26億1,357万円 47.2% 22億2,533万円 40.2%
後 期 高 齢 者 医 療 7億5,884万円 2億9,043万円 38.3% 3億2,030万円 42.2%
介 護 保 険 43億1,423万円 17億9,766万円 41.7% 16億2,395万円 37.6%
墓 地 公 園 639万円 1,024万円 160.3% 173万円 27.1%
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業 
栗 東 新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 6,561万円 198万円 3.0% 3,254万円 49.6%
農 業 集 落 排 水 事 業 3,760万円 367万円 9.8% 1,194万円 31.8%

計 108億4,445万円 47億2,062万円 43.5% 42億7,686万円 39.4%

公共下水道
事 業 会 計 予　算　額 収入・執行済額 収入・

執行率
収益的 収入 17億8,745万円 8億8,221万円 49.4%

支出 16億2,672万円 6億5,082万円 40.0%
資本的 収入 8億4,622万円 7,338万円 8.7%

支出 16億1,023万円 3億5,990万円 22.4%

特別会計執行状況

水道事業・公共下水道事業会計執行状況

一般会計執行状況

令和５年度（上半期）予算執行状況

　令和５年度上半期（４月１日〜９月30日）の予算の執行状況をお知らせします。
　今年度も予算通りに事業を進め、引き続き健全な財政運営に取り組みます。
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登録方法
◦�申込書（ホームページに掲載・窓口に備付）に必要事項を記入し、本人確認書類（運転免許証、マイナンバー

カードなど）と併せて提出してください。代理人が登録する場合は委任状
と代理人の本人確認書類が必要です。登録手数料は無料です。

◦�オンライン（電子）申請もできます。署名用電子証明書（英数字6桁〜16桁
の暗証番号）が搭載されたマイナンバーカードをお持ちの人が対象です。

　※�マイナンバーカード対応のスマートフォンまたはパソコン（カードリー
ダーを接続）にアプリのダウンロードが必要

令和６年４月１日よりサービスコーナーの開所日が月・水・金曜日になります。（祝日、年末年始は除く）

栗東駅前諸証明サービスコーナー開所日変更のお知らせ
問総合窓口課　TEL５５1-0110 ＦＡＸ５５3-0250

場　　所　ウイングプラザ２階
取扱内容　�住民票の写し・住民票記載事項証明書・印鑑登録証明書・戸籍の謄本および抄本・戸籍附票の写

し・身元証明書など（改製原戸籍や除籍謄抄本など除く）、税関係証明（所得・納税・評価・法人
所在証明）

※マイナンバーカードをお持ちの人は、窓口より100円お得なコンビニ交付が利用できます
　6:30〜23:00　※保守点検日は除く

〜あなたの個人情報は大丈夫ですか？〜
　証明書は本人や家族が窓口で取得するのが一般的ですが、本人の委任状による代理人申請や、司法書士など
の有資格者による申請により交付することがあります。この制度を悪用して本人が知らない間に戸籍や住民票
を取得し、信用調査会社などに横流しして「身元調査」に悪用する事件が発生しています。

「本人通知制度」に登録しませんか?
問総合窓口課　TEL５５1-0110 ＦＡＸ５５3-0250

月曜日〜金曜日 ９:00〜17:00
（祝日、年末年始は除く）

令和６年３月31日までの開所日
月曜日・水曜日・金曜日 ９:00〜17:00

（祝日・年末年始は除く）

令和６年４月１日からの開所日

申請書の
ダウンロードは

こちら

オンライン
申請はこちら

通知を希望する人 ①事前登録する

④交付された
ことの通知

②住民票などの
交付請求

③請求書などを
審査の上、交付

証明書を交付請求した
代理人や第三者栗東市役所

本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍謄抄本などを本人の代理人や
第三者（国または地方公共団体の機関などを除く）に
交付した場合、事前登録をした人に対して、証明書を
交付した事実を郵送で本人に通知する制度です。不
正取得による個人の権利侵害の防止・抑止を目的とし
ています。

通知の対象となる証明書
　住民票の写し、住民票記載事項証明書、戸籍関係
証明書　※コンビニ交付は対象外
登録の対象者
　本市の住民基本台帳または戸籍に記載されている
人（されていた人） ※この制度は、代理人や第三者に
よる取得をできなくするものではありません

証
明
書
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11
月
3
日
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」を
行
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
、各
方
面
で
市
の
発
展・振
興
に
貢
献
し

た
人・団
体（
自
治
功
労
12
人
、社
会
功
労
37
人
と
2

団
体
、感
謝
状
5
人
と
9
団
体
）に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

順
不
同・敬
称
略
。

※�

カ
ッ
コ
内
は
、功
績
の
あ
っ
た
主
な
活
動
分
野
ま

た
は
業
績
で
す

野
村　
昌
弘	

（
市
長
）

田
中　
英
樹	

（
議
会
議
員
8
年
）

武
村　
賞	

（
議
会
議
員
8
年
）

三
木　
敏
嗣	

（
議
会
議
員
8
年
）

林　
正
和	

（
農
業
委
員
会
委
員
6
年
）

中
島　
豊
勝	

（
農
業
委
員
会
委
員
6
年
）

中
井　
栄
夫	

（
農
業
委
員
会
委
員
6
年
）

内
記　
一
彦	

（
教
育
委
員
会
委
員
8
年
）

片
岡　
敦
弘	

（
消
防
団
員
15
年
）

太
田　
純
子	

（
消
防
団
員
15
年
）

片
岡　
園
子	

（
消
防
団
員
15
年
）

松
岡　
徹	

（
消
防
団
員
15
年
）

自
治
功
労

　
自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、功
績
顕
著
な
人

まちづくりの功労者を表彰

6広報りっとう　2023. 12. １　



吉
永　
義
則	
（
自
治
会
長
6
年
）

山
口　
弘
幸	

（
自
治
会
長
6
年
）

井
波　
義
彦	

（
自
治
会
長
6
年
）

髙
田　
孝
三	

（
自
治
会
長
6
年
）

大
崎　
清	

（
統
計
調
査
員
）

布
施　
千
加
子	（
介
護
認
定
審
査
会
委
員
）

小
林　
典
昭	

（
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
）

池
田　
久
代	

（
環
境
審
議
会
委
員
）

吉
田　
喜
代
子	（
環
境
審
議
会
委
員
）

杉
田　
聰
司	

（
農
業
組
合
長
8
年
）

山
田　
忠
彦	

（
農
業
組
合
長
8
年
）

山
本　
昭
治	

（
農
業
組
合
長
8
年
）

大
隅　
勝	

（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

松
隈　
裕
美	

（
交
通
安
全
家
族
会（
母
の
会
））

青
木　
隆
男	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

黒
川　
勝
年	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

奥
村　
春
治	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

澤　
九
麻
男	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

園
田　
正
夫	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

岡
安　
光
惠	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

中
村　
芳
弘	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

奥
出　
弘
司	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

山
本　
正
義	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

前
川　
広
美	

（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

社
会
功
労

　
市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績
顕
著
な
人
・
団
体

小
森　
美
弥
子	（
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
）

甲
津　
貴
央	

（
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
）

岡　
儀
平	

（
保
護
司
）

奥
村　
清
美	

（
栗
東
地
区
更
生
保
護
女
性
会
）

南　
と
し
子	

（
文
化
協
会
）

日
笠　
絵
美	

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
）

萩
原　
雅
人	

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
）

羽
山　
竜
二	

（
水
泳
連
盟
監
事
）

林　
ハ
ク
エ	

（
自
治
会
活
動
）

三
好　
勉	

（
自
治
会
活
動
）

明
田　
孝
雄	

（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

木
下　
京
子	

（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

吉
川　
和
代	

（
通
学
時
見
守
り
隊
）

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル 

サ
ン
サ
ン

　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
福
祉
の
向
上
）

に
ひ
き
の
あ
ひ
る

　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
福
祉
の
向
上
）

一
般
社
団
法
人
草
津
栗
東
医
師
会

　
　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種
）

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
滋
賀
県
病
院

　
　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種
）

株
式
会
社
平
和
堂

　
　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
の
提
供
）

日
本
中
央
競
馬
会　
（
多
額
の
寄
附
）

大
成
興
業
株
式
会
社	

	
	

（
多
額
の
寄
附（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
））

相
原　
道
廣　
（
多
額
の
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
））

神
谷　
廣
幸　
（
多
額
の
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
））

安
田　
昌
生　
（
多
額
の
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
））

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社　
（
多
額
の
寄
附
）

株
式
会
社
田
中
誠
文
堂

          （
図
書
お
よ
び
設
置
用
家
具
一
式
を
寄
贈
）

山
内　
君
代　
（
水
墨
画
作
品
を
寄
贈
）

※�

被
表
彰
者
数
に
は
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
匿
名
の

　
1
人
、2
団
体
を
含
ん
で
い
ま
す

感  

謝  

状

　
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
ま
た
は
公
益
の
た
め
多
額
の

寄
附
を
い
た
だ
い
た
人・団
体

問
秘
書
広
聴
課

　
ＴＥＬ
5
5
1︲０
１
0
２ 

ＦＡＸ
5
5
3︲１
２
８
０
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本
市
で
は
、道
路
愛
護
意
識
の
向
上
と
道
路

の
維
持
管
理
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度「
り
っ
と
う
美
知
メ
セ
ナ
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、地
域
の
企
業
が
市
道
の
植
栽

帯
内
の
剪
定
、除
草
や
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど

月
1
回
以
上
実
施
す
る
制
度
で
、現
在
20
企
業

が
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
2
期
4
年
間
継
続
し
て
活

動
さ
れ
た
企
業
に
、市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

表�

彰
企
業　
栗
東
都
市
整
備
株
式
会
社

	

滋
賀
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社

り
っ
と
う
美
知
メ
セ
ナ

継
続
活
動
企
業
に
感
謝
状

問
土
木
交
通
課 

管
理
・
用
地
係

ＴＥＬ
5
5
1︲０
２
９
２ 

ＦＡＸ
5
5
2︲７
０
０
０ 感謝状贈呈

（滋賀三菱自動車販売株式会社）

　
参
加
・
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。美
し
い
道
路
や
ま
ち
を
と
も
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
警

察
職
務
に
精
励
し
、特
に
地

域
警
察
部
門
に
お
い
て
活

躍
。

　
地
域
警
察
官
と
し
て
管
内

の
実
態
把
握
に
努
め
、窃
盗

犯
や
薬
物
使
用
者
を
検
挙

す
る
な
ど
、治
安
の
維
持
に

大
き
く
貢
献
。

瑞
宝
単
光
章

島
津 

益
雄
さ
ん（高

野
）

おめでとうございます！
叙勲・褒章・大臣表彰を受けられた皆さん

瑞
宝
単
光
章

堀
池 

公
子
さ
ん（下

鈎
）

　

看
護
師
と
し
て
長
年
勤

め
、看
護
局
長
、法
人
理
事

な
ど
を
歴
任
。

　

2
交
代
勤
務
体
制
や
、看

護
師
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

の
導
入
、ま
た
夜
間
看
護
補

助
者
採
用
計
画
を
立
て
る
な

ど
、看
護
体
制
の
整
備
に
貢

献
。

　

平
成
3
年
か
ら
消
防
団

員
と
し
て
活
躍
。

　

消
防
団
の
育
成
強
化
は

も
と
よ
り
、火
災
な
ど
の
災

害
発
生
時
に
は
率
先
し
て
消

火
・
災
害
の
防
除
に
あ
た
り

被
害
を
最
小
限
に
防
止
す
る

な
ど
貢
献
。

藍
綬
褒
章

中
村 

泰
弘
さ
ん（下

鈎
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

北
川 

利
光
さ
ん（目

川
）

　

長
き
に
わ
た
り
栗
東
市

陸
上
競
技
会
役
員
と
し
て
、

選
手
の
発
掘
や
育
成
、指
導

ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向
上
に
尽

力
。

　
本
市
主
催
の
ロ
ー
ド
競
技

三
大
会
で
は
委
員
長
を
10
年

務
め
、大
会
の
拡
充
と
参
加

者
の
増
加
に
貢
献
。

コ
メ
ン
ト

　

こ
の
度
の
受
章
は
、

私
ひ
と
り
の
栄
誉
で
は

な
く
、家
族
、職
場
の
上

司
、先
輩
、同
僚
、後
輩

や
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ

て
の
お
陰
と
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
前
向
き

に
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
受
章
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。

　

看
護
職
に
就
き
、私

が
43
年
間
働
き
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
支
え

て
く
れ
た
家
族
の
協
力

と
、職
場
の
皆
さ
ま
か

ら
支
援
い
た
だ
い
た
お

か
げ
と
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト

　

栄
誉
あ
る
章
を
い

た
だ
き
光
栄
に
思
い
ま

す
。32
年
間
消
防
団
に

在
籍
す
る
中
で
た
く
さ

ん
の
繋
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
団
の
力

に
な
れ
る
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
表
彰
は
身

に
余
る
光
栄
で
す
。支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
の
お
陰
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。こ
の
表
彰
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、今
後
も

陸
上
競
技
、ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
を
目
指
し
尽
力

い
た
し
ま
す
。
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障がい者週間の目的は?
　国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解
を深めるとともに、障がい者が、社会、経済、文化その他
あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めるこ
とです。

障がい者週間ができた経緯は?
　12月9日は、昭和50年（1975年）に「障害者の権利宣言」
が国連総会で採択された日です。
　また、12月3日は、昭和57年（1982年）に「障害者に関する
世界行動計画」が国連総会で採択された日であり、12月3日を
「国際障害者デー」とすることが宣言されています。
　これらの日にあわせて、12月3日から12月9日が「障がい者
週間」と障害者基本法で定められています。

　この機会に障がい者福祉について、ぜひ知ってください。

問障がい福祉課 障がい福祉係
　TEL551-0113 ＦＡＸ553-3678　メール shogai@city.ritto.lg.jp

12月3日から12月9日までは 障がい者週間です
令
和
4
年
度
の
障
が
い
者
週
間
啓
発
ポ
ス
タ
ー　
西
堀
慶
次
さ
ん
の
作
品

栗東市市民をつなぐ情報・コミュニケーション条例
　10月号で、「栗東市手話言語条例」の紹介をしましたが、「栗東市市民をつなぐ情報・コミュニケーション条
例」は、令和2年10月に「栗東市手話言語条例」と同時に施行されました。
　この条例は、多様なコミュニケーション手段を尊重することにより、人と人が対等に、相互理解を深めていき、
障がいの有無によって分け隔てられることのない社会の実現を目指しています。

「多様なコミュニケーション手段」って ?
　障がいのある人のコミュニケーション手段は、例えば同じ聴覚障がいのある人でも、手話、筆談や身振り、口話
など人それぞれ違います。

障がいのある人の多様なコミュニケーション手段について、理解を深めるために、市では、障がいのある人と
無い人が交流する機会を作れるように取り組んでいます。

 手話サークル「手と手」

　聴覚障がい者とともに手話を学び、お互いに学習
を深めています。クリスマス会など楽しいイベント、
小学校や学童での手話教室も開催しています。手話
に興味のある人は、ぜひのぞいてみてください。手
話は言語です。仲間を増やし、手話が広がり、誰もが
暮らしやすい栗東市の未来を一緒に考え作っていき
ましょう。
日時　毎週火曜日 10:00～12:00
場所　コミュニティセンター治田東

 見えない、見えにくい人の相談会 

本市在住で、視覚障がいでお困りの人やその家族
などを対象に相談会を開催します。
場所　コミュニティセンター大宝東 小会議室
日時　12月9日㈯13:30～16:00
内容　市から委嘱を受けた栗東市視覚障害者福祉
　　　協会の身体障がい者相談員が個別相談に対応
　　　※秘密は厳守します
料金　無料
申込み　電話またはメールで下記へ
　　　　　※当日受付可（予約優先）
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現在、生後６か月以上のすべての人が接種できます。
■集団接種（アル・プラザ栗東3階）
　12歳以上の追加接種が対象
　12月９日㈯で終了します。12月10日㈰以降は医療

機関での個別接種のみとなります。集団接種の予
約は接種日の３日前までですので、ご注意ください。

■その他のワクチンとの接種間隔
　新型コロナワクチンとインフルエンザワクチン

は間隔を空けずに接種することができます。そ
の他のワクチンの場合は、原則２週間の間隔を空
ける必要があります。

■転入された人の接種券
　接種状況を把握するため申請に基づき発行してい

ます。接種を希望する人は、申請が必要です。

令和６年３月３１日まで新型コロナワクチンの接種費用は無料です。

新型コロナワクチン接種のお知らせ 最新の情報は
市ホームページを
ご覧ください。

問健康増進課 ワクチン接種推進室
　TEL554-6155 FAX 554-6156

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
　【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】
　TEL0120-826-567（フリーダイヤル）
　受付時間 9:00〜17:00（平日のみ）
※集団接種の終了に伴い、コールセンターを12月28

日で閉鎖します。１月４日以降は健康増進課ワクチ
ン接種推進室までお問合せください

募集職種（予定）
保育園
月額保育士（クラス担任）、月額保育士、時間給保育
士、早朝・薄暮保育士、看護師、調理師、調理補助員、
業務補助員、事務補助員

幼稚園
月額幼稚園教諭（クラス担任）、月額幼稚園教諭、時
間給幼稚園教諭、看護師、業務補助員、給食配膳員、
事務補助員

こども園
月額保育教諭（クラス担任）、月額保育教諭、時間給
保育教諭、早朝・薄暮保育教諭、看護師、調理師、調理
補助員、業務補助員、事務補助員

令和6年度  市立保育園・幼稚園等の
会計年度任用職員募集

一緒に働きましょう

　令和6年4月から勤務する、市立保育園・幼稚園等の会計年度任用職員
を募集しています。

問幼児課　TEL551-0424 FAX 551-0149

応�募方法　令和6年1月5日㈮までに、直接また
は電話で幼児課へ

試験日　令和6年1月21日㈰
試験方法　面接（予定）

※�詳細は、市ホームページをご確認
いただくか、下記までお問合せく
ださい

※�法人立園での就労を希望される場合は、各施
設へお問合せください
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駐車場
栗東駅東口第一駐車場（さきら横）が利用可能
※4時間以内は無料

注意事項
◦ 当日、栗東芸術文化会館さきら敷地内への 

アルコール類の持込み、飲酒行為を禁止します。
◦ 参加対象者以外の人（保護者含む）の式典会

場への入場は出来ません。

その他
◦手話通訳や要約筆記が必要な人は12月7日㈭

までに生涯学習課までご連絡ください。
◦参加にあたり特別な配慮が必要な場合は、生

涯学習課へご相談ください。
◦市外（以前の居住地）の式典への参加は、対象

の市町村へ事前にお問合せください。案内状
が必要な市町村もあります。

◦詳細は市ホームページをご覧くだ
さい。

問生涯学習課 青少年教育係　TEL551-0496 FAX 552-5544

令
和
6
年  

栗
東
市
は
た
ち
の
つ
ど
い

　20歳を迎えた青年たちをお祝いする式典を開催します。

日時
令和6年1月7日㈰　　
受　　付　12:45〜13:20
式　　典　13:30〜13:55
記念行事　14:05〜15:00

場所
栗東芸術文化会館さきら　大ホール

参加対象者
平成15年(2003年)4月2日から平成16
年(2004年)4月1日生まれの人
※�以前市内に在住し、現在は他市に在住

で参加希望の人は、直接会場にお越し
ください（事前の連絡は不要）

案内
対象者（12月1日時点で本市の住民基本
台帳に記載されている人）には、案内のは
がきを12月上旬に送付します。

被
保
険
者
証（
国
保
）の
使
用

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術（
治

療
）に
は
、被
保
険
者
証
を
使
え
る

場
合
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。受
診

の
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証
が
使
え
る
場
合

　

急
性
な
ど
の
外
傷
性
の
打
撲
・

捻
挫
・
お
よ
び
挫
傷（
肉
離
れ
な

ど
）・
骨
折
・
脱
臼

※�

骨
折・脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師
の

同
意
が
必
要
で
す（
応
急
処
置
を

除
く
）

②
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

◦
単
な
る
肩
こ
り
、筋
肉
疲
労 

◦�

病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・

五
十
肩
・
関
節
炎
・
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
）
か
ら
く
る
痛
み
・
こ
り 

◦
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病 

◦�

過
去
の
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る

後
遺
症 

◦�

症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長

期
の
治
療 

◦�
仕
事
中
や
通
勤
途
上
に
お
き
た

負
傷（
労
災
保
険
の
対
象
と
な
る

場
合
）な
ど

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

整
骨
院
や
接
骨
院（
柔
道
整
復
師
）の
か
か
り
方

問
保
険
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

　
ＴＥＬ
5
5
1︲１
８
0
７

　
ＦＡＸ
5
5
3︲０
２
５
０

施
術
を
う
け
る
と
き
の
注
意

①�

負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う

　

交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
の
場
合

は
、保
険
年
金
課
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は

医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

③�

療
養
費
支
給
申
請
書
へ
の
署
名

（
サ
イ
ン
）は
本
人
が
行
っ
て
く

だ
さ
い

④�

領
収
書（
明
細
書
）は
必
ず
も
ら

い
ま
し
ょ
う

　

領
収
書
は
必
ず
保
管
し
、市
か

ら
送
付
す
る
医
療
費
通
知
で
金

額・日
数
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
明
細
書
は
、令
和
4
年
10
月
か
ら
、

一
定
要
件
を
満
た
す
施
術
所
を
対

象
と
し
て
、無
償
交
付
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
）

※�

施
術
日
や
施
術
内
容
に
つ
い
て
、

市
か
ら
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
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温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
な
ど
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
、家
庭
で
省
エ
ネ
家
電
を
購

入
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
対
象
と
な
る
条
件
と
し
て
、市
内
の
対
象
店
舗
で
購

入
す
る
こ
と
、一
定
の
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
製
品
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　
令
和
6
年
3
月
29
日
㈮
ま
で

※
申
込
が
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す

対
象
製
品　
①
エ
ア
コ
ン　
②
冷
蔵
庫　
③
冷
凍
庫

　
最
新
の
省
エ
ネ
基
準
達
成
率

100
%
以
上
の
も
の
で
、令
和
5

年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
29
日
ま
で
に
購
入
し
、購
入

者
が
居
住
す
る
住
宅
に
設
置
し
た
新
品
に
限
る

※�

申
請
は
１
人（
1
世
帯
）に
つ
き
、①
②
③
の
い
ず
れ
か
1
回

に
限
る

対�

象
者　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、自
ら
居
住
す
る
市
内
の

住
宅
に
設
置
さ
れ
た
人

※�

市
税
の
滞
納
が
な
く
、本
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
暴
力

団
員
な
ど
に
該
当
し
な
い
こ
と

補�

助
額　
購
入
、設
置
さ
れ
た
①
②
③
の
本
体
価
格
の
2
分
の

1
の
額（
千
円
未
満
の
端
数
切
捨
て
）

　
上
限
を
3
万
円
と
し
ま
す

※�

据
付・工
事
の
費
用
、リ
サ
イ
ク
ル
料
、消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
額
は
除
く

　
対
象
店
舗
な
ど
、詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
家
電
の
購
入
を
補
助
し
て
い
ま
す

問
環
境
政
策
課

ＴＥＬ
5
5
1︲０
３
３
６ 

ＦＡＸ
5
5
1︲０
１
４
８

栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

昭
和
55
年
の
発

足
以
来
、交
通
事
故

か
ら
地
域
の
人
々
や

子
ど
も
た
ち
を
守
り

た
い
、交
通
ル
ー
ル

を
広
め
た
い
と
の
思

い
で
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
市
民
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
の
指

導
や
、交
通
安
全
に

関
す
る
知
識
の
普
及

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
る
交
通
事
故
の
抑
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

①�
早
朝
街
頭
啓
発（
毎
月
1
日・15
日
）、春・秋
の
交
通
安
全
運
動
行
事
、駅

前
や
量
販
店
な
ど
で
の
街
頭
啓
発
活
動

②�

市
内
幼
児
園
な
ど
で
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、中
学
校
で
の
早
朝
街

頭
啓
発
、地
域
で
の
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

③�

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
交
通
安
全
研
修
会
、各
種
講
習
会
へ
の
参
加

　

交
通
安
全
啓
発
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は
団
体

事
務
局
ま
で
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
団
体
紹
介

問
栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
事
務
局（
土
木
交
通
課
内
）

ＴＥＬ
5
5
1︲０
２
９
１ 
ＦＡＸ
5
5
2︲７
０
０
０ 幼児園での交通安全教室の様子

税
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

　

市
税
や
県
税
は
、身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
市
県
民
税
・
固
定
資

産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
軽
自
動

車
税
は
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
を
守
っ
て
納
付
し
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、税
金
を
滞
納

し
て
い
る
人
に
は
自
宅
の
捜
索
や
勤
務

先
、取
引
先
へ
の
調
査
を
行
い
、滞
納
処
分

（
財
産
の
差
押
）を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
、災
害
、事
業
の
廃
止

な
ど
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
、納
期
内

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、放
置
せ
ず
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

県
内
全
市
町
と
県
で
は
、公
平
な
税

負
担
と
税
収
確
保
の
た
め
、連
携・協
働

し
て
市
町
税
と
県
税
の
滞
納
整
理
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

問
市
税 

税
務
課 

納
税
推
進
室

　
ＴＥＬ
5
5
1︲0
１
０
７

　
ＦＡＸ
5
5
1︲２
０
１
０

　
県
税 

南
部
県
税
事
務
所 

納
税
課

　
ＴＥＬ
5
6
7︲5
４
０
６

　
ＦＡＸ
5
6
6︲０
4
３
９

12
月
は

「
ス
ト
ッ
プ
滞
納
！！

強
化
月
間
」
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　平成27（2015）年より取り組んできた「子
育てのための12か条」、園・学校での取り組み
「よりよく生活するための12か条」も今年で９
年目を迎えます。当時の４歳児、５歳児が、現
在の中学生です。就学前、小学校・中学校、家
庭や地域、企業での取り組みによる成果を見る
ことができ、生徒たちは落ち着いた環境の中
で学校生活を送っています。基本的な素養を
身につけることと、その大切さが実態として現
れています。
　新型コロナウイルス感染症の蔓延により、取
り組みが３年間停滞していましたが、コロナ禍
が和らいだ今、当初の取り組みを再開し、新し
く起きている問題（SNS、ラインなど）へ対応
する力をも具現化しながら進めていきます。
　今一度、12か条の取り組みの実施と周知を
お願いします。

問「栗東市子育てのための12か条」推進会議事務局
　◦生涯学習課 TEL551-0496 ＦＡＸ552-5544
　◦学校教育課 TEL551-0130 ＦＡＸ551-0149
　◦幼児課	 TEL551-0424 ＦＡＸ551-0149

12か条とともに
子どもの『キキミミ』を受け止めて
接しましょう

栗東中学校：放課後教え合い学習 特別教室前廊下

幼児園のトイレ 中学校の下駄箱

子育てのための１２か条
よりよく生活するための１２か条

12か条のうちの
みんなが大切にしたい3か条

自分を大切に　うそをつかない子に
人を大切に　人に迷惑をかけない子に
物を大切に　靴や物を整理できる子に

　子どもは育ちの中でさまざまなものを吸収
していきます。善いことも、悪いことも知らず
知らずのうちに身につけていきます。そうした
中で、「善いことは良い」「悪いことは悪い」と
正しく判断でき、行動できる力は、幼い頃か
ら繰り返し言われ続けてきた、親や家族などの

「周りの大人の言葉」から身につきます。
　今、世の中で問われているいじめをはじめと
するさまざまな問題は、人と人との関わりの中
で大切にするべきものを教えられていないた
めに起こっています。
　いじめのない社会にするために教えておか
なければならないものは何なのでしょうか？
　こうした疑問を解くために本市では、自分
の子どもだけでなく、全ての子どもを守るた
めに、皆が同じ思いに立ちながら、子どもと関
わっていくことができるものとして、大切にし
たいことを「12か条」にまとめました。この12
か条には、栗東の子どもはこのように育って欲
しいという強い願いが込められています。

趣旨概要

子どもの
キ　聞いてほしい	 キ　気づいてほしい
ミ　見てほしい	 ミ　認めてほしい
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〜
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
〜

　今もなお、部落差別をはじめとするさまざまな差別がある社会の中で『子どもたちに、誰もが幸せに
生きていける未来を手渡していきたい！！』、また、これからの社会を担っていく子どもたちに『人権が尊
重される文化』を保育・教育を通して伝えていきたいと考えています。
　幼児課では、毎年、市内保育園・幼稚園・幼児園・認定こども園・小規模園を対象に職員人権研修を
行っています。部落差別問題と向き合いながら、私たちが生きている社会にあるさまざまな人権課題に
ついて学んでいます。その語り合いの中で、自分の中にある差別心や、きめつけに気づき、まずは私たち
大人が、自分自身の生き方を問うことを大切にしています。人権研修での学びが各園での人権を大切に
した取り組みへと広がっています。

自
分
が
好
き
・
友
だ
ち
が
好
き
・
地
域
が
好
き

　毎年、市内園の5歳児を対象に、人権擁護委員による人権教室を開催しています。人権紙芝
居の読み聞かせの中で、『友だちと喧嘩をした時にはどうしたらいいかな？』など、子どもたち
と一緒に考えています。0歳児から5歳児の子どもたちに、園での豊かな経験をとおして心と身
体を動かしながら人と繋がることの楽しさ、喜びを感じてほしいと願っています。

栗東市人権擁護委員による人権教室

　子どもたちが待ちに待った
バス遠足。秋晴れの空の下で
子どもたちは、美里にあるふ
れあい公園で遊んだり、ひだ
まりの家のゆめのくにで大好
きな絵本を手にして大喜びで
した。

園外保育でひだまりの家に出掛けました
〜栗東市立葉山東幼児園　3歳児〜

　大宝西保育園・幼稚園では人と人、心と心がつながる温か
さを感じることをとおして、心豊かな大西っこを育んでいま
す。そして大西っ子の輪から、誰もが自分らしく生きられる社
会づくりを目指しています。今年度の大宝西ふれあい解放文
化祭では、絵本『にじいろのさかなとおおくじら』の人権啓発
劇を、職員と栗東市人権教育推進協議会と一緒に行いまし
た。コロナ禍前のように園児たちを含む沢山の人が来場し、
会場は温かな空気に包まれました。

大宝西保育園・大宝西幼稚園の取り組み
〜今年度の大宝西ふれあい解放文化祭での人権啓発劇〜

問幼児課　TEL551-0424 FAX 551-0149

「一人ひとりがまず一歩！」人権啓発シリーズ⑤
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